
　42  上勝町　阿部

勝浦町、道の駅ひなの里かつうらから国道一六号を二十分ほど走ると上勝役場支所に着く。
上勝町は、徳島県で唯一、日本で最も美しい村連合に加盟している自治体である。上勝町は町の規模は小さいが、ゴミゼロ運動や「いろどり」の「葉っぱビジネス」など現代の課題への取り組みで世界的に認知されるようになった。
上勝町支所から車で十五分ほど走ると灌頂ヶ滝に着く。落差は約八十メートルで、空海が水行をした伝説が残る滝として知られている。水量は多くないが落差があるため、流れは途中から霧のようになるのが特徴。車ですぐ近くまでアクセスが可能だが、すこし階段を上って滝直下まで移動してみると、また違った景観を楽しめる。
灌頂ヶ滝から更に五分ほど登ると慈眼寺に着く。慈眼寺は四国別格霊場三番札所。桜、ツツジ、紅葉の名所として四国巡礼者が絶えない。
また、寺院の境内にある鍾乳洞は、弘法大師が発見したと言われ、全長百メートルほどの洞窟をロウソクを頼りに巡る体験ができる。
慈眼寺を下り、国道を五分ほど坂上るといっきゅう茶屋がある。地元産の野菜や手作りのお寿司、お餅などが並ぶ産直市である。また、そこから眺める正木ダムの景観は季節を問わず癒やされる。
そして、その横に町内から出る焼却・埋め立てごみをゼロにするという目標を掲げた上勝町ゼロ・ウェイストセンターがある。
[bookmark: _Hlk487785372]ゼロ・ウェイストセンターから車で二十五分ほどのところに樫原の棚田がある。この棚田は「日本の棚田百選」「国の重要文化的景観」に認定された棚田で、あぜの形状は山の等高線をなして美しい。
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